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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
少
女
た
ち
が
、
副

反
応
被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、
被
害
者
の
救
済
や
治
療
法
の
確
立
、
副
反
応
調
査

等
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
に
窓
口
で
副
反
応
の
可
能
性
を
し
っ
か
り
説
明
す
る
こ
と
、
子
宮
が

ん
検
診
を
充
実
化
さ
せ
る
こ
と
等
を
玉
村
町
議
会
に
求
め
る
も
の
で
す
。
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由

当
初
、
国
は
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
推
奨
し
て
い
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
被
害
と
の
因
果
関
係
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、「
国
に
は
原
因
を
究
明
す
る
努
力
と
被
害
者
に
対
す
る
支
援
を
し
っ

か
り
行
う
べ
き
」
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
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願

公
平
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

関　
口　
政　
純　
氏
（
樋
越
・
82
歳
）
再
任

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
引
き
続
き
４
年
間

務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 万円未満切り捨て

平成25年度　補　正　予　算
原案可決（賛成全員）

歳入
　町税 5366 万円、地方交付税 5878 万円の増
額となりました。一方、国・県からの補助金は、
事業費の確定により１億278万円の減額となり
ました。また、ふるさと寄附など144万円の寄
附を受けました。

歳出
　2月の大雪被害に対する見舞金などの予算が
増額されました。

・大雪被災家屋等支援事業 1000万円
家屋の損傷・車庫やガレージの倒壊被害など
に対する見舞金

・大雪被災農業用ハウス等支援事業 500万円

農業用ビニールハウス等の倒壊被害に対する
見舞金

年度末のため、事業費の確定や経費の
節約などにより２億 2245万円減額し、
総額100億1645万円となりました。
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地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
標
準
条
項
に
合
わ
せ
て

字
句
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

敬
老
祝
金
の
給
付
額
が

減
額
と
な
り
ま
す

　

満
80
歳
に
な
っ
た
方
へ
の
﹁
１
万
円
﹂
を
廃
止
し
、

満
１
０
０
歳
の
方
へ
の
﹁
30
万
円
﹂
が
﹁
10
万
円
﹂

に
減
額
と
な
り
ま
す
。 

町
職
員
の
定
数
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２
４
５
人
か
ら
２
４
１
人
に
な
り
ま
す

　

職
員
の
退
職
、
新
規
採
用
に
よ
り
、
４
月
１
日
か

ら
総
数
が
４
人
減
と
な
り
ま
す
。︵
町
長
部
局
の
職

員
が
２
０
０
人
か
ら
１
９
６
人
に
︶

小
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資
金
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融
資
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ら
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１
年
間
延
長
さ
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ま
す

　

群
馬
県
小
口
資
金
促
進
制
度
要
綱
の
改
正
に
伴

い
、
平
成
24
年
度
以
前
に
融
資
を
受
け
た
者
は
最

長
３
年
間
融
資
期
間
を
延
長
で
き
る
と
し
た
特
例
措

置
。
今
回
で
３
回
目
の
延
長
措
置
に
な
り
ま
す
。
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ン
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域
外
設
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し
た

　

高
崎
市
が
平
成
26
年
５
月
１
日
に
新
規
オ
ー
プ
ン

す
る
﹁
高
崎
市
八
幡
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
﹂
は
、
敷
地
内

に
玉
村
町
の
土
地
が
一
部
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
は
、
区
域
外
で
あ
っ
て
も
関
係
す
る
自
治

体
と
の
協
議
が
整
え
ば
、
双
方
の
議
会
の
議
決
を
経

て
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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持
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崎
市
が
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担
し
ま
す

が
、
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な
く
玉
村
町
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用
す
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こ
と
が
で
き
ま
す
。
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Ｂ
＆
Ｇ
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収
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搬
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Ｂ
＆
Ｇ
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条　例　改　正　　原案可決（賛成全員）その他の議案　原案可決（賛成全員）
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０
０
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30
万
円
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10
万
円
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０
１
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上
３
万
円
（
据
え
置
き
）
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